
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青少年交流の大きな事業であるスカイプを使ってのパサデナトンプソン中学校の生徒との交

流が、10月 26日(金)に秦野市役所本庁舎の議会第１会議室にて開催されました。当協会主催で

の本事業は今年で４回目。これまでの宿泊で行っていた Skype Campから宿泊しないで行う Skype 

Sessionへと名称変更をしての初めての試みでした。参加生徒はトンプソン中学校との姉妹校で

ある渋沢中学校から 12名、鶴巻中学校から 4名、南が丘中学校から 2名の合計 18名、トンプソ

ン中学校からは「Hadano
は だ の

 Friend
フ レ ン ド

 Club
ク ラ ブ

」の生徒 22名となりました。 

秦野市の中学生は、10月 13日(土)と 10月 21日(日)の 2回の事前研修会を行いました。１回

目は、秦野市英語指導協力者のアイリーン青木先生を講師に招いての英語指導とグループ別の

準備を行いました。２回目は元秦野市教育委員会英語指導助手のウェイン・ミラー先生と東海大

学留学生 5名に協力していただき、スカイプを実際に使っての練習を行いました。「事前研修が

楽しかった」という感想があったほど真剣な、そして、笑顔の 2日間でした。   (荒川宏文) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 こうやってスカイプ・セッション当日１０月２６日（金）を迎えました。 
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厳しくも誠意をもって教え

てくれるアイリーン先生 

 

 

 

1 日目のグループ分け 

留学生との 

楽しい英語の練習 

富士山をバックに記念の一枚 

ウェイン先生に英語で 

語っているんです。 

スカイプを使っての会話練習「聞こえますかー？」 

準備は大変だけど、英語

を使える楽しさもある。 

～ 3校の中学生がトンプソン中生とスカイプ交流 ～ 

こうして当日 10月 26日を迎えました。 


